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  秋晴れに鰯雲が流れる頃となりました。今年の夏は記録的な暑さとなり、9 月も厳しい残

暑が続きました。これからは秋も深まっていくと思いますが、気温の変化や朝夕の寒暖差な

どで体調を崩しやすくなります。まだまだインフルエンザも猛威を振るっていますので、ご

家庭と園とで連携し、子ども達の体調には十分に注意していきましょう。 

 

 ９月はプール遊び終了後も厳しい暑さが続き、園庭では水遊び、泥んこ遊びを楽しみ、室

内では絵の具でダイナミックに描いたり、粘土（小麦粉粘土）などで自分なりの表現を楽し

みました。こうした可塑性の高い素材で遊ぶことは、子どもたちにとっては、まず『楽し

い、気持ちがいい』ことではありますが、「本来の自分」を表に出しやすかったり、気持ち

を発散させ、思い切り遊んだ満足感が得られる遊びでもあります。子ども達の遊ぶ姿を見て

いますと、小さいクラスの子ども達でも、自分のイメージを持って、集中して遊んでいま

す。そのような時は、五感を研ぎ澄ましているように見えます。そして、一人の世界から仲

間と共有する世界に広がっていきます。時にはトラブルも経験することにはなりますが、そ

れも大切な経験のひとつですね。こうした子ども時代の「夢中で遊ぶ」様々な経験が自己肯

定感を育んでいくのだと思います。 

 

毎年１０月に行っていた「お芋ほり」ですが、今年度は畑をお借りしていた方の事情もあ

り、中止とさせていただきます。子ども達にとって貴重で楽しい行事の１つであり、残念で

すが、ご了承ください。なお、焼き芋会は「おやじの会」のお父さん４名に助けていただき

１１月１日（予備日１１月２日）に行う予定です。また、大きい畑で子どもたちと一緒に野

菜を育て、収穫し、野菜の成長に興味・関心を持ち、収穫への期待、食べる喜びや命の大切

さを学ぶ経験として、園近くに畑を探していました。時間はかかりましたが、この度お借り

する目途がたちました。可能であれば、今後冬野菜を育てたいと思います。お借りする畑は

しばらく耕作されていない土地なので、畑を耕すお手伝いを保護者の皆様にお願いしたいと

考えております。お忙しいところ恐縮ですが、子どもたちのためにお力をお貸しいただきた

く、よろしくお願いいたします。詳細が決まりましたら、改めてお願いをさせていただきま

す。今月も一人ひとりが輝けるよう、楽しく過ごせる環境を整えていきたいと思います。 



  

おねがい 
＊衣替えの季節ですが、日中はまだまだ暑

い日が続いています。気温の変化に気を

つけていただき、必要に応じて薄手の長

袖の T シャツのご用意をお願いいたし

ます。シャワーをして汗を流しますので 

タオルのご準備も忘れずに！ 

 

 

 

行事予定             

１１日（水） リズムの会リハーサ（乳） 

１２日（木） 健康相談 

１３日（金） リズムの会リハーサル（幼） 

１９日（木） 避難訓練（深沢小まで避難） 

２１日（土） リズムの会 

２３日（月） 鮭解体（幼児クラス） 

２５日（水） 耳鼻科検診 ９：３０～  

２８日（土）  さくら組懇談会 １３～１４ 

３１日（火） 誕生会 

 

＊今後、各クラスで保育参加、懇談会、個

人面談が行われます。その際、各クラス

の掲示でお知らせいたしますので、ご確

認ください。（クラスにより時期は異なり

ますので、ご注意ください。） 

 

＊今年度の「リズムの会」は二部制にはなり

ますが、全クラスで行います。また、つく

し組からりんご組までは、親子で行うリズ

ムもありますので、是非動きやすい服装で 

 ご参加ください。今後配布される「しおり」

やクラスの掲示をお読みいただき、ご不明

な点は担任にご確認ください。 

 

＊今年度もお魚屋さん（魚丹さん）が鮭の

解体に来てくださいます。『命をいただ

く』ということを伝える活動のひとつで

す。ご家庭でも、時には切り身ではなく

１匹のお魚を調理し、子どもに見せなが

ら食べることがおすすめです。食べ物へ

の感謝の気持ちを伝えたいですね。 

 

 

おねがい 
＊毎年、保護者の皆様と職員とで一緒に

取り組んでいる 202３年度国会請願書

名「子どものための予算を大幅に増や

し、保育・学童保育の基準・施策の抜本

的改善を求める請願書」が始まりまし

た。 

 この署名は全国保育団体連絡会が主催で

全国で取り組まれています。国・自治体

の公的責任において、すべての子ども達

に安心・安全で質の高い保育が平等に保

障されるよう、子どものための予算を大

幅に増やし、基準・施策の抜本的な改善

をただちにすすめるよう、みんなで声を

上げていきたいと思います。先日、書名

用紙をお配りいたしました。請願趣旨を

お読みいただき、子ども達の保育環境改

善のための署名に、是非ご協力をお願い

いたします。 

 また、昨年愛知県で始まった『子どもたち

にもう１人保育士を！』の合言葉の運動

は全国に広がっています。こちらは

Twitterで活動が報告されていますので、

ぜひ、フォローしてご確認ください。 

（子どもたちにもう 1 人保育士を！実行委

員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

     


